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研究概要 

 

本年度は、琉球語宮古池間方言の記述研究を進めつつ、琉球語全体の歴史・言語変化に

関わる研究も行った。 

 まず、琉球語全体を視野に入れた歴史変化に関わる研究として、琉球語各地方言の動詞

の連続体のあり方及びそこに用いられる動詞の形態を、主に二次資料を用いて比較検討し

た。そこで、日本語、北琉球語、南琉球語が異なっており、日琉祖語の段階で未発達だっ

た動詞の連続体が分岐後それぞれの手法を発達させたと考えられることを示した。この成

果は[1]で発表している。 

 池間方言の記述研究としては、本方言の係り結びやレキシカルトーンについての調査・

研究を進めた。係り結びの研究は、前年度までの成果を元に[2]の発表を行った。レキシカ

ルトーンの研究としては、これまで２種類とされていたものが実は３種類あるということ

を、音響音声学的手法によって示し、[3]で発表した。なお、この研究では主にデータ収集

補助を担っている。 

 また、池間方言の記録・保存およびアウトリーチ活動の一環として、当方言話者の作る

絵本の編集補助を行った。（この絵本は、年度内に出版される予定である。） 
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